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平成27年度 自動車リサイクル法に基づく再資源化等の実施状況について

自動車リサイクル法（使用済自動車の再資源化等に関する法律）に基づき、当社 平成27年度（平
成27年4月1日
?平成28年3月31日）に実施した再資源化等の状況を公表致します。
引き続き、使用済自動車の再資源化等の確実かつ効率的な実施のために、一層の取り組みを推進して参りま
す。

■ シュレッダーダスト※1

（1）再資源化（リサイクル）の実施状況

引き取ったシュレッダーダストの総重量 677.0 t

基準適合施設※3に投入されたシュレッダーダストの総重量 677.0 t

基準適合施設において生じた廃棄物のうち当該基準適合施設に投入された
シュレッダーダストに係るものの総重量

10.4 t

法第31条第1項の認定を受けてその全部再資源化※2 の実施を委託した解体
自動車からの発生が抑制された委託全部利用引取ASR相当重量 (t)

8.8 t

法第31条第1項の認定を受けてその全部再資源化※2の実施を委託した解体
自動車からの発生が抑制された委託全部利用投入ASR相当重量 (t)

8.8 t

法第31条第1項の認定を受けてその全部再資源化の実施を委託した解体自
動車を引き渡された解体自動車全部利用者の施設において生じた廃棄物の
うち当該解体自動車に係るものの総重量

0.2 t

引き取ったシュレッダーダストに係る使用済自動車の台数 2,376 台

に係る解体自動車の台数 30 台

シュレッダーダストを投入した施設が基準適合施設であることを証する事
項

こちら（ARTのHP）を
ご覧ください

（2）基準の遵守状況

シュレッダーダスト再資源化率（基準50％以上 2010年度?2015年度） 実績 98.4 ％

・シュレッダーダスト再資源化率は、以下の式に基づき算出しています。

シュレッダーダスト再資源化率 ＝
( ? ) ＋ ( ? )

＋ 

（3）収支の状況

資金管理法人（財団法人自動車リサイクル促進センター）から払渡しを受けたシ
ュレッダーダストに係る再資源化等預託金の額の総額

30,008,694 円

シュレッダーダストの再資源化及び法第31条第1項の認定を受けて行う解体自動車
の全部再資源化に必要な行為に要した費用の総額

39,686,747 円

※1 シュレッダーダスト：
破砕業者が、廃車ガラ（解体工程で有用部品や廃油廃液等が回収され、外枠だけの状態になった車体）をシュレッダー
マシンで細かく砕き、金属を回収した後に残ったものです。

※2 法第31条第1項の認定に基づく全部再資源化：（全部再資源化の仕組みの概要：ARTのHPへ）
解体業者や電炉・転炉等の事業者と協力をして、シュレッダーダストを生じさせずに使用済自動車を処理することにつ
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き、主務大臣の認定をうけたものです。
※3 基準適合施設：
法に定める基準に適合した高水準のリサイクルが行える施設。基準適合施設に投入されたシュレッダーダストのリサイ
クル量のみを再資源化率（リサイクル率）の算定の対象とすることができます。
当社では、他社と連携しARTとして、シュレッダーダストのリサイクルを実施しています。
ARTとしての実績については、ARTのホームページを参照願います。（ARTのHP 実績報告へ）

■ エアバッグ類

（1）再資源化（リサイクル）の実施状況

引き取ったエアバッグ類の総重量 1,100.8 kg

引き取ったエアバッグ類の個数 12,101 個

のうち、解体業者において取外し回収処理されたエアバッグ類の個数 1,569 個

のうち、解体業者において車上作動処理※1されたエアバッグ類の個数 10,532 個

引き取ったエアバッグ類に係る使用済自動車の台数 2,167 台

のうち、解体業者において取外し回収処理された使用済自動車の台数 392 台

のうち、解体業者において車上作動処理された使用済自動車の台数 1,748 台

のうち、解体業者において未作動エアバッグ類の一部を取外し回収し、残りを車上作
動処理した使用済自動車の台数※2 27 台

引き取ったエアバッグ類のうちその全部又は一部を原材料又は部品その他製品の一部と
して利用することができる状態にしたものの総重量 1,024.6 kg

（2）基準の遵守状況

エアバッグ類再資源化率（基準85％以上） 93.1 ％

・エアバッグ類再資源化率は、以下の式に基づき算出しています。

エアバッグ類再資源化率 ＝

（3）収支の状況

資金管理法人（財団法人自動車リサイクル促進センター）から払渡しを受けたエ
アバッグ類に係る再資源化等預託金の額の総額

9,896,243 円

エアバッグ類の再資源化に必要な行為に要した費用の総額 9,975,270 円

※1 車上作動処理：
エアバッグ類について、車上に搭載したまま作動させて処理する方法。エアバッグ類のリサイクルには、取り外して回
収する方法と車上作動処理をする方法の２つがあります。

※2 一部回収一部作動処理：
ある車に搭載されているエアバッグ類のうち、一部については取り外して回収し、一部については車上作動処理するこ
とによって処理をする方法。エアバッグ類の種類によって車上作動しないものがあるため、このような処理をする車が
あります。

■ フロン類

（1）破壊の実施状況

引き取ったＣＦＣの量 8.107 kg

引き取ったＣＦＣに係る使用済自動車の台数 35 台

引き取ったＨＦＣの量 534.335 kg
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引き取ったＨＦＣに係る使用済自動車の台数 1,987 台

（2）収支の状況

資金管理法人（財団法人自動車リサイクル促進センター）から払渡しを受けたフ
ロン類に係る再資源化等預託金の額の総額 4,710,894 円

フロン類の破壊に必要な行為に要した費用の総額 3,653,945 円

 
■払渡し受けた預託金および再資源化等に要した費用総額

 

払渡しを受けた
預託金 および 再
資源化等に要し
た費用総額
（円）

払渡しを受けた預託金 44,615,831円

再資源化等に要した費用   53,315,962円

内 社内費用（人件費） 9,000,000円

内 社内費用（システム費） 12,042,432円

収支 -8,700,131円

 
自動車リサイクルに関する一般的なご質問は、「自動車リサイクルシステム」のホームページをご覧くだ
さい。
・自動車ユーザー関連 ・事業者関連
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